
　  ご 挨 拶
　ウクライナ問題をめぐる欧米と

ロシアの対立、欧州各国の国内政

治不安、中国経済の減速による世

界経済への影響、「イスラム国」

の拡大による中東情勢の緊迫化な

ど世界の政治・経済情勢をめぐるさまざまなリスクが懸

念されております。

　他方、今後ますます進展するグローバル化に対応して

日本及び日本企業は、取り組まなければならない多くの

課題を克服しながら、成長・発展していくことが求められ

ています。

　この度は、このような世界情勢の変化を睨みながら企

業が進むべく進路について、外交官としての豊富なご経

験と国際情勢に深い洞察力をお持ちのキヤノングロー

バル戦略研究所 研究主幹 宮家邦彦氏をゲストにお招

きしご示唆をいただきます。

　皆様の積極的なご参加をお待ち申し上げます。

一般社団法人企業研究会 会長
小 枝　至

明治記念館　案内図
・JR（中央・総武線）信濃町駅　徒歩3分

・地下鉄（銀座線、半蔵門線、大江戸線）青山一丁目駅　2番出口　徒歩6分

・地下鉄（大江戸線）国立競技場駅　A1出口　徒歩6分

〒107-8507  東京都港区元赤坂2-2-23
TEL.03-3403-1171（代表）

日　時：2015年６月11日㈭ 
 14：20～16：00（受付／13：50～）
会　場：東京・元赤坂　明治記念館　曙の間（1階）

ご招待：当会会員の経営トップ・役員・幹部・各部門の管理職並びに
 学界・官界の方々。（参加費無料）

定　員：300名（お申し込み受付順）
 ※当会ホームページ（https://www.bri.or.jp）からお申し込み
 　下さい。
 ※定員になり次第、締め切らせていただきます。

記念講演

変化する国際情勢をどう読むか
　　－日本の進路と企業の対応

―EU経済、中国政治経済の動き、
　　　　  ロシア、中東情勢の視点から―

BRI  2015年総会記念講演会のご案内
《ご 招 待》

BRI  2015年総会記念講演会のご案内

一般財団法人キヤノングローバル戦略研究所  研究主幹　宮家 邦彦 氏



お申し込み方法：当会ホームページ（https://www.bri.or.jp）からお申し込み下さい。

 ※複数名お申し込みされる場合は、お一人目を入力後、画面に表示される「同じセミナーに複数名
  お申し込みの場合はこちら」ボタンを押していただくと、ご登録が簡単になります。

 ※お申し込み後に返信される「自動返信メール」が参加券となります。
  （メールアドレスに入力ミスがある場合は返信ができませんので、くれぐれもお間違いの
  ないようご注意下さい。）

 ※当日は、メールをプリントアウトの上、お名刺とご一緒に受付にお渡し下さい。

 ※定員になり次第、締め切らせていただきます。

 ※上記以外の方法でお申し込みいただく場合は、「BRI 2015 年総会記念講演会申し込み」を
  明記の上、下記項目をご連絡下さい。後日、参加券をメールにてお送りします。
 ・郵便番号　・会社住所（フリガナ）　・TEL、FAX　・会社名（フリガナ）
 ・部課、お役職名　・お名前（フリガナ )　・メールアドレス　・事業コード :151366-0101

 ※お申し込みいただきました個人情報は、本プログラムに関する確認・ご連絡及び当会
  主催のご案内をお送りする際に活用させていただきます。

当日のお願い：・会場内での写真撮影、録音、録画は禁止させていただきます。

 ・携帯電話の電源は予めお切り下さい。

お問い合せ先 : 〒102-0083  東京都千代田区麹町 5-7-2  麹町 31MTビル 2F
 TEL.03-5215-3515    FAX.03-5215-0951～2
 一般社団法人企業研究会　担当 : 田口・金井

<ご招待>　BRI  2015年総会記念講演会　プログラム

日　時：2015年 6月11日㈭
 14:20～    主催者挨拶 一般社団法人企業研究会  会長　小枝  至

 14:30～ 記念講演 変化する国際情勢をどう読むか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－日本の進路と企業の対応
    －EU経済、中国政治経済の動き、ロシア、中東情勢の視点から－

   一般財団法人キヤノングローバル戦略研究所  研究主幹
   宮家 邦彦 氏
 ～16:00

一般財団法人キヤノングローバル戦略研究所(CIGS) 研究主幹。立命館大学 客員教授。研究分野：外交・安全保障。
1953年神奈川県生まれ。1976年－77年米ミネソタ大学、台湾師範大学、1979年カイロ・アメリカン大学、1981年米ジョージタウン大学で語学研
修。1978年東京大学法学部卒業後、外務省入省。カイロ、バグダッド、ワシントン、 北京にて大使館勤務。本省では、外務大臣秘書官、中東第二課
長、中東第一課長、日米安保条約課長、中東局参事官などを歴任。2005年8月外務省退職後、㈱外交政策研究所を設立。2006年4月より立命館大学
客員教授。岡本行夫立命館大学客員教授と共に「国際社会で活躍する人材養成特別プログラム」スーパーバイザーを務める。2006年10月－07年
9月安倍内閣「公邸連絡調整官」として首相夫人を補佐。2009年4月より一般財団法人キヤノングローバル戦略研究所（CIGS） 研究主幹。

【主な著書】
・「全論点 人口急減と自治体消滅」 共著 時事通信社刊(2015年2月)
・「哀しき半島国家 韓国の結末」 PHP研究所刊(2014年10月)
・「不透明さ増す国際情勢と新政権の課題」 亜細亜大学アジア研究所刊(2014年3月)
・「語られざる中国の結末」 PHP研究所刊(2013年10月)　他、著書・論文多数。

宮家　邦彦 (ミヤケ　クニヒコ )氏　プロフィール


